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44444セルからセルからセルからセルからセルから5V*5V*5V*5V*5V*への変換への変換への変換への変換への変換

3セルから3.3V、4セルから5Vの様なセル数と出力電圧の
組み合わせは、かなり敬遠されています。これらの組み合
わせが厄介なのは、入力電圧範囲が要求される出力電圧と
重なるという条件に適応できる普通のレギュレータ（昇圧、
降圧またはリニア）がないからです。

このデザインノートでは、4セルのジレンマを解決できる
四つの回路を紹介します。Design Note 109では3セルの
3.3V回路が考察されています。LT1303とLT1372は高効
率のDC/DCコンバータで、各トポロジーの効率の適正な比
較を与える所に使われています。LT1303はバッテリ動作
に最適化されており、トポロジーの一つを実行するために
要求されるバッテリ低下検知器を持っています。LT1372

は500kHzのコンバータで、高い電流レベルでコンパクト
なレイアウトのために使われます。

LT1303の回路からは100mA、LT1372からは300mAが
回路変更なしに得られます。すべての回路は出力の遮断、
シャットダウン時には出力が 0Ｖに落ちることが特長に
なっています。LT1303使用のコンバータの入力範囲は示
されているように３セル電池の範囲を超えています。これ
らの機能は、効率が完全に特性描写されていませんが、
1.8Vから10Vまでの入力を受け入れます。　LT1372使
用のコンバータは2.7Vから10Vで動作します。

図図図図図11111．．．．．44444セルからセルからセルからセルからセルから5V5V5V5V5VのののののSEPICSEPICSEPICSEPICSEPIC

図図図図図22222

＊3セルから3.3Vのバック/ブースト回路についてはDesign Note 109を
参照下さい。

、LT、LTCはリニアテクノロジー社の登録商標です。
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図1と2の回路はSEPIC（Single-Ended Primary Induc-
tance Converter）トポロジーを基にしています。傑出はし
ていませんが、効率は広い入力範囲に渡って非常に一貫し
ています。SEPICトポロジーに特有するのは二つのインダ
クタを使用することです。しかし、これらは一つのコアに
一緒に巻くことができ、同じ定格の単純な2端子インダク
タよりスペースを費やしません。Coiltronicsや他の磁気部
品メーカに多くの2分巻き4端子インダクタがあります。

ピーク効率はバイポーラのバック /ブースト・トポロジー
を使った図3では改善されています。この回路は本質的に
はリニア・ポスト・レギュレータを伴ったブーストコン
バータです。VIN<VOUTに対しては、LT1303は入力をブー
ストし要求出力電圧を維持するために、バイポーラ・トラ
ンジスタのエミッタを十分高くドライブします。このトラ
ンジスタは飽和します。VIN>VOUTに対しては、LT1303は
どんな負荷電流をも維持するために必要なベース電流を流
すのに十分な入力電圧より高い値にエミッタをドライブし
ます。この条件ではこのトランジスタはブースト・コン

バータの出力に直列接続されたリニア・ポスト・レギュ
レータとして動作し、普通のリニアレギュレータのように
電力を放散します。

最も高いピーク効率はMOSFETバック/ ブースト・コン
バータを使った図4の回路で得られます。VIN>VOUT対して
回路はブースト・コンバータとして動作し、LT1303のバッ
テリ低下検知器/ アンプでドライブされるMOSFET は
100%オン状態です。出力電圧はブースト・コンバータに
よって制御、生成されます。

VIN>VOUTに対しては、ブースト動作は出力電圧をもはや制
御できず上昇を始めます。差を設けた帰還（R3、R4、R5）
はバッテリ低下検知器/アンプをリニア通過素子としての
MOSFETを使って制御します。
なぜならMOSFETはベース・ドライブを必要とせず、低い
オン抵抗で、効率のピークは90％を越えます。さらに、効
率のピークは最も効率が必要とされる、4×1.25=5V の
ニッカド電池の通常電圧の前後で発生します。
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